
・ 自衛隊在職中に培った防災・危機管理に関する知識や経験を活かし、自衛隊を定年退職後に地方

公共団体の防災関係部局に再就職。

・ 災害発生時等、危機管理が必要な場面で首長の判断を的確に補佐するとともに、専門的な知識・

経験をもって防災計画の作成、防災訓練の計画及び実行を担当。

・ 令和４年３月３１日現在、全国の地方公共団体の防災関係部局に６０１名の退職自衛官が在職。

退職自衛官が地方公共団体の防災関係部局で活躍

【参考】地方公共団体での在職状況（地方公共団体への聞き取り等により防衛省が把握しているもの。）

④持続可能で強靭な国土と質の高いインフラの整備

東京都危機管理監 原田 智総氏
（元陸上自衛隊 東北方面総監）

【防災訓練における様子（中央）】


